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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）電気光学センサから入力信号を受信し、（ｉｉ）前記入力信号に基づいた圧縮信
号を生成するように構成される第１の回路を備え、
　前記第１の回路は、対応する複数の出力サンプルを生成するために前記入力信号を処理
するように構成される複数のリサンプラ回路を含み、
　（Ａ）前記出力サンプルのそれぞれは、対応する少なくとも２つの入力サンプルの線形
一次結合であり、
　（Ｂ）ビデオタイプの前記処理は、（ｉ）（ａ）前記入力信号を外部ビデオモニタに表
示するのに適している第１の形式に変換することによって第１のビデオ信号を生成するこ
と、（ｂ）前記入力信号をプレビュー画面上で表示するのに適している第２の形式に変換
することによって第２のビデオ信号を生成すること、（ｃ）圧縮に先立って前記入力信号
の解像度を低減することによって第３のビデオ信号を生成すること、のうちの少なくとも
２つのタスクを含み、（ｉｉ）少なくとも２つの前記リサンプラ回路は、前記タスクのう
ち異なる１つを実行し、
　（Ｃ）静止画タイプの前記処理は、前記タスクに関与する前記少なくとも２つのリサン
プラ回路の少なくとも１つを用いた前記入力信号の入力イメージのノイズリダクションを
含む、
　ことを特徴とする装置。
【請求項２】
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　前記リサンプラ回路のそれぞれは、前記静止画処理を実行するために多くても一度だけ
用いられることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ノイズリダクションは、前記入力イメージの線形のスムージングを含むことを特徴
とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　（ｉ）第１の前記リサンプラ回路は、前記入力イメージのダウンサンプルによって第１
の内部信号を生成するように構成され、（ｉｉ）第２の前記リサンプラ回路は、前記ダウ
ンサンプリングの後に前記入力イメージのノイズを低減するように構成されることを特徴
とする請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　第３の前記リサンプラ回路は、前記ノイズの前記低減の後に前記入力イメージのアップ
サンプリングによって第２の内部信号を生成するように構成されることを特徴とする請求
項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記静止画処理は、前記入力イメージのダウンサンプルによって前記第２のビデオ信号
でプレビューピクチャを生成するように構成される少なくとも１つの前記リサンプラ回路
を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　（ｉ）前記静止画処理において必要とされる前記少なくとも１つのリサンプラ回路は、
前記入力イメージから出力イメージを生成するように構成され、（ｉｉ）前記出力イメー
ジと前記入力イメージは同一のサイズを有し、（ｉｉｉ）前記出力イメージは前記入力イ
メージよりも滑らかであることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１０年３月２５日に出願された同時係属米国特許出願第１２／７３１，３
７２号、及び米国特許第７，５３６，４８７号に関連し、これら全体が引用によって援用
される。本発明は、一般にデジタルカメラのための方法、及び／又はアーキテクチャに関
し、特にビデオ処理、高速静止画処理、及び高品質静止画処理のためのアーキテクチャに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハイブリッドの静止画／ビデオカメラは、ビデオと静止画の両方を記録するために用い
ることができる。（ｉ）高解像度、及び高フレーム率でビデオをキャプチャすることがで
き、（ｉｉ）高速で静止画をキャプチャすることができるデバイスの低価格化、低消費電
力化の要求のために、メインプロセッサよりも一般に安価で電力効率に優れた専用ハード
ウェアとして、専用の処理ハードウェアを利用することはカメラ製造業者にとって魅力的
な選択である。
【０００３】
　ビデオと静止画に対するいくつかの処理基準、例えば、デモザイク処理のための処理基
準は一致する。しかしながら、静止画とビデオのための他の処理基準は異なる。例えば、
ビデオは「ライブ」キャプチャされるため、各フレーム／領域の複数の解像度を生成する
ために複数の専用ハードウェア回路を有することが有用である。（ｉ）テレビモニタに送
信されたプレビューピクチャの生成、（ｉｉ）カメラに内蔵されたディスプレイに示され
たプレビューピクチャの生成、（ｉｉｉ）デュアルストリーム記録（すなわち、１９２０
×１０８０ピクセルと６４０×４８０ピクセルで記録する；後者はインターネットを通じ
た容易な共有のために用いられる）のための低減された解像度ストリームの生成のうちの
全て又はいくつかのために同一のフレーム／領域の複数の解像度を用いることができるだ
ろう。対照的に、静止画処理は典型的には内蔵されたディスプレイの解像度における単一
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のプレビューピクチャを含んでいる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　静止画の静的な性質と比較して、ビデオの一時的な性質は更に異なる処理で生じる。特
に、優れた低照度性能のためのビデオ処理は動き補償時間フィルタ（ＭＣＴＦ）を含むこ
とができる。対照的に、従来の静止画処理は時間フィルタを必要としていないため、ピク
チャ間の動き補償を必要としない。スチルカメラはＭＣＴＦを用いないので、特に高ＩＳ
Ｏ速度ピクチャを撮るとき、強力な静止画ノイズリダクションが頻繁に実施される。ビデ
オのリアルタイム性のために、このような処理は専用ハードウェア上でさえ、費用がかか
りすぎるので、実用的でない。なおまた、スチルカメラは、同時に処理するのが困難な基
準を有する。例えば、高速キャプチャと高品質で強力なノイズリダクション。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、一般に第１の回路を有する装置に関する。第１の回路は、（ｉ）電気光学セ
ンサから入力信号を受信し、（ｉｉ）入力信号に基づいた圧縮信号を生成するように構成
されるだろう。第１の回路は、一般に対応する複数の出力サンプルを生成するために入力
信号を処理するように構成される複数のリサンプラ回路を含む。出力サンプルのそれぞれ
は、対応する少なくとも２つの入力サンプルの線形一次結合であるだろう。ビデオタイプ
の処理は、（ａ）入力信号を外部ビデオモニタに表示するのに適している第１の形式に変
換することによって第１のビデオ信号を生成すること、（ｂ）入力信号をプレビュー画面
上で表示するのに適している第２の形式に変換することによって第２のビデオ信号を生成
すること、（ｃ）圧縮に先立って入力信号の解像度を低減することによって第３のビデオ
信号を生成すること、のうちの少なくとも２つのタスクを含むだろう。少なくとも２つの
リサンプラ回路は、これらタスクのうち異なる１つを実行するだろう。静止画タイプの処
理は、一般にタスクに関与する少なくとも２つのリサンプラ回路の少なくとも１つを用い
た入力信号の入力イメージのノイズリダクションを含む。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の目的、特徴、及び利点は、（ｉ）回路素子を通じてマルチパスを実行し、（ｉ
ｉ）回路素子を通じてシングルパスを実行し、（ｉｉｉ）ビデオを処理するためにダイナ
ミックに回路素子を構成し、（ｉｖ）静止画を処理するためにダイナミックに回路素子を
構成し、（ｖ）ピクチャの高速キャプチャを提供し、（ｖｉ）高品質ノイズリダクション
を提供し、及び／又は（ｖｉｉ）従来のアーキテクチャよりも少ない電力で動作する、ビ
デオ処理、高速静止画処理、及び高品質静止画処理のためのアーキテクチャを提供するこ
とを含む。
【０００７】
　これらと他の本発明の目的、特徴、及び利点は、以下の明細書と添付された特許請求の
範囲と図面とから明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の好適な実施の形態に従う装置の実施の形態の一例のブロック図である。
【図２】ビデオモード処理手法の一例の機能ブロック図である。
【図３】スチルモード処理手法の一例の機能ブロック図である。
【図４】シングルパス構成の一例のブロック図である。
【図５】マルチパス構成の一例のブロック図である。
【図６】センサからのイメージデータで始まるシングルパス処理の一例のブロック図であ
る。
【図７】センサからのイメージデータで始まるマルチパス処理の一例のブロック図である
。
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【図８】全てのパスがＤＲＡＭから始まるマルチパス処理の一例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　ビデオにおけるイメージのシーケンスの処理は、異なるタスクを実行するように構成さ
れる複数のリサンプラ回路を用いて達成されるだろう。例えば、各フレーム／フィールド
時間では、１つのリサンプラ回路はモニタ（例えば、テレビ）ピクチャを生成し、別のリ
サンプラ回路は、オンカメラのディスプレイのためのピクチャを生成し、及び更に別のリ
サンプラ回路は、圧縮された後格納される低減された解像度シーケンスを生成するだろう
。静止画処理のために、機能のいくつか又は全ては利用されないだろう。例えば、ビデオ
を処理するとき、静止画処理のために、少なくとも１つのリサンプラ回路がノイズリダク
ションのために用いられるだろう間、２つ以上のリサンプラ回路のそれぞれは、一般に異
なるタスク（例えば、テレビモニタ、ＬＣＤプレビュー、又は低解像度ビデオ）専用であ
る。
【００１０】
　図１を参照すると、装置１００の実施の形態の一例のブロック図が、本発明の好適な実
施の形態に従って示される。装置（又はシステム）１００は、デジタルスチルカメラ及び
／又はカムコーダを構成するだろう。装置１００は、一般に回路（又はモジュール）１０
２、回路（又はモジュール）１０４、回路（又はモジュール）１０６、回路（又はポート
）１０７、回路（又はモジュール）１０８、回路（又はモジュール）１０９及び回路（又
はモジュール）１１０を含む。光学信号（例えば、ＬＩＧＨＴ）は、回路１０２によって
受信されるだろう。回路１０２は、回路１０４にデジタル信号（例えば、Ｄ）を生成し送
信するだろう。同期信号（例えば、ＳＹＮＣ）も回路１０２によって生成され、回路１０
４によって受信されるだろう。センサ制御信号（例えば、ＳＣＮＴ）は、回路１０４から
回路１０２に生成され送信されるだろう。信号（例えば、ＯＵＴ）は、回路１０４と回路
１０８との間で交換されるだろう。回路１０４は、装置１００の外部のモニタ向けのイン
タフェース１０７を通じて信号（例えば、ＶＩＤＥＯ）を生成し送信するだろう。信号（
例えば、ＬＣＤ）は、回路１０４によって生成され、回路１０９に送信されるだろう。コ
マンド信号（例えば、ＣＭＤ）は、回路１１０によって生成され、回路１０４に送信され
るだろう。信号（例えば、ＭＥＭ）は、回路１０４と回路１０６との間で交換されるだろ
う。回路１０２～１１０は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、又はその任
意の組み合わせで実現されるだろう。
【００１１】
　回路１０２は、電気光学センサ回路を実現するだろう。回路１０２は、一般に信号ＬＩ
ＧＨＴで受信された光学イメージを信号ＳＣＮＴで受信されたパラメータに基づいた信号
Ｄに変換するために使用可能である。信号Ｄは、１つ以上のデジタルイメージ（例えば、
フィールド、フレーム、ピクチャ）として１つ以上の光学イメージを伝達するだろう。信
号ＳＹＮＣは、一般にイメージとピクセルに関連した同期情報を伝達するだろう。信号Ｓ
ＣＮＴは、ウィンドウ処理、ビニング、読取率、オフセット、スケーリング、カラー補正
、及び回路１０２による利用のための他の構成情報を伝えるだろう。イメージは、初期デ
ータ率における初期の解像度と初期の色空間（例えば、それぞれのピクセルが複数の色見
本によって表されるバイエルの色空間）を有して生成されるだろう。いくつかの実施の形
態では、回路１０２は、イメージパイプライン、又は信号Ｄでソースイメージを供給する
他の虚音源（ｉｍａｇｅ　ｓｏｕｒｃｅ）を含むだろう。
【００１２】
　回路１０４は、主回路を実現するだろう。回路１０４は、一般に信号Ｄで受信されたイ
メージの処理によって信号ＯＵＴ、ＶＩＤＥＯ、及びＬＣＤを生成するために使用可能で
ある。回路１０４は、信号ＣＭＤを通じて受信されたユーザ選択に基づいた信号ＳＣＮＴ
を生成するために使用可能であるだろう。回路１０４は、信号ＭＥＭを通じて回路１０６
にデータをロードし格納するだろう。信号ＯＵＴは、一般にスチルイメージ（例えば、Ｊ
ＰＥＧ）及び／又はイメージ（又はピクチャ）のシーケンスを含む。信号ＶＩＤＥＯは、
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一般にビデオ信号（例えば、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．６０１、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．７０９、Ｉ
ＴＵ－Ｒ　ＢＴ．６５６－４、Ｈ．２６４／ＡＶＣ、ＭＰＥＧ－２、又はＭＰＥＧ－４）
を含む。他の標準のおよび／又は専用の静止画及び／又はビデオ圧縮標準が、特定用途の
基準を満たすために実現されるだろう。
【００１３】
　回路１０４は、一般に２つ以上の回路（又はモジュール）１１１ａ～１１１ｎを含む。
回路１１１ａ～１１１ｎのそれぞれは、信号ＯＵＴ、ＶＩＤＥＯ、及びＬＣＤで最終イメ
ージを達成するために、イメージに１つ以上のオペレーションを実行するように構成され
るだろう。いくつかの実施の形態では、回路１１１ａ～１１１ｎのいくつか又は全ては、
リサンプラ回路を実現するだろう。回路１１１ａ～１１１ｎのそれぞれは、対応する入力
イメージの処理によって対応する出力イメージを生成するだろう。出力サンプル（例えば
、出力イメージにおける出力ピクセルの要素）のいくつか又は全ては、２つ以上の入力サ
ンプル（例えば、対応する入力イメージにおける入力ピクセルの要素）の線形一次結合で
あるだろう。イメージの処理は、限定されるものではないが、間引きフィルタリング、補
間、フォーマット、カラー空間変換、カラー補正、階調補正、利得補正、オフセット補正
、黒レベル較正、ホワイトバランス調整、イメージの鮮鋭化、イメージスムージング、ア
ップコンバージョン、ダウンコンバージョン、フィルタリング等を含むだろう。様々な実
施の形態では、処理は、回路１１１ａ～１１１ｎでソフトウェアを実行することによって
全部又は一部が実現されるだろう。いくつかの実施の形態では、回路１０２と回路１０４
は別々のダイスで（によって）製作されるだろう。他の実施の形態では、回路１０２と回
路１０４は同一のダイスで（によって）製作されるだろう。回路１０４の更なる詳細は、
米国特許第７，５３６，４８７号に見つけられ、これら全体が引用によって援用されるだ
ろう。
【００１４】
　回路１０６は、バッファメモリを実現するだろう。回路１０６は、一般に回路１０４の
ためのイメージデータテンポラリ（例えば、輝度とクロミナンス）を格納するために使用
可能である。いくつかの実施の形態では、回路１０６は、回路１０４の製作から分離した
１つ以上のダイスとして製作されるだろう。他の実施の形態では、回路１０６は、回路１
０４と同一のダイスで（によって）製作されるだろう。回路１０６は、ダブルデータレー
ト（ＤＤＲ）同期ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＳＤＲＡＭ）を実現するだろう
。他のメモリ技術が、特定用途の基準を満たすために実現されるだろう。
【００１５】
　回路１０７は、コネクタを実現するだろう。回路１０７は、一般に装置１００がテレビ
又はコンピュータ用モニタに接続されることを可能にするように構成されるだろう。回路
１０７のための形式は、限定されるものではないが、コンポーネントインタフェース、Ｓ
ビデオインタフェース、高解像度マルチメディアインタフェース（ＨＤＭＩ）インタフェ
ース等を含むだろう。
【００１６】
　回路１０８は、メディアを実現するだろう。メディア１０８は、一般に信号ＯＵＴを格
納することができる１つ以上の不揮発性メモリデバイスを含む。いくつかの実施の形態で
は、記録メディア１０８は１つの記憶メディアを含むだろう。例えば、記録メディア１０
８は、ＦＬＡＳＨメモリ又はマイクロハードディスクドライブ（「１インチ」ハードドラ
イブとしても識別されている）として実現されるだろう。メモリは、サイズ化されるだろ
う（例えば、４ギガバイトのＦＬＡＳＨ、１２ギガバイトのハードディスクドライブ）。
いくつかの実施の形態では、記録メディア１０８は複数の記録メディアとして実現される
だろう。例えば、（ｉ）ＦＬＡＳＨメモリは実現され、（ｉｉ）テープメディア又は光学
メディアは信号ＯＵＴの記録のために実現されるだろう。他のタイプの光学メディアが、
特定用途の基準を満たすために実現されるだろう。
【００１７】
　回路１０９は、カメラ／カムコーダのローカルディスプレイを実現するだろう。回路１
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０９は、信号ＬＣＤを通じて受信されたスチルイメージ及び／又はビデオを表示するため
に使用可能であるだろう。スチルイメージ／ビデオは、信号Ｄにおけるイメージのより低
解像度のバージョンであるだろう。いくつかの実施の形態では、回路１０９は、カラー又
は白黒の液晶ディスプレイを実現するだろう。他のディスプレイテクノロジが、特定用途
の基準を満たすために実現されるだろう。
【００１８】
　回路１１０は、ユーザ入力回路を実現するだろう。回路１１０は、ユーザから受信され
た命令に基づいた信号ＣＭＤを生成するために使用可能であるだろう。受信された命令は
、限定されるものではないが、静止画撮影命令、記録開始命令、録画停止命令、ズームイ
ン命令、及びズームアウト命令を含むだろう。いくつかの実施の形態では、信号ＣＭＤは
、複数の離散的信号（例えば、ユーザ入力回路１１０において実現された各スイッチのた
めの１つの信号）を含むだろう。他の実施の形態では、信号ＣＭＤは１つ又は少数の信号
として多重化された方法でユーザに入力された命令を伝えるだろう。
【００１９】
　回路１０２は、一般にセンサアレイ１１２と回路（又はモジュール）１１４を含む。ア
レイ１１２は、光学イメージをアナログ信号（例えば、Ａ）における一連の値に変換する
ために使用可能であるだろう。信号Ａで伝達された値は、回路１１２のそれぞれのセンサ
エレメントのために所定のカラーにおける強度値を表すアナログ電圧であるだろう。回路
１１２は、電子クロッピング（又はウィンドウ処理）機能を含むだろう。電子クロッピン
グ機能は、使用可能であるだろう。電子クロッピング機能は、回路１１２のウィンドウ（
又は作用面積）におけるイメージエレメントの読み取りを制限するために使用可能である
だろう。回路１１４は、デジタル信号Ｄを生成するためのアナログ信号Ａを処理し、その
後、変換するために使用可能であるだろう。回路１１２と１１４は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、又はその任意の組み合わせで実現されるだろう。
【００２０】
　回路１１４における電子イメージの処理は、限定されるものではないが、カラー補正の
ためのアナログ利得、及び黒レベル較正のためのアナログオフセット調整を含むだろう。
変換は、一般にアナログ－デジタル（例えば、１０ビット）を含む。回路１０２の実施の
形態の一例は、マイクロン・テクノロジ、アイダホ州、ボイジから入手可能なＭＴ９Ｔ０
０１　３メガピクセルデジタルイメージセンサであるだろう。より大規模かより小規模な
回路１０２が、特定用途の基準を満たすために実現されるだろう。
【００２１】
　いくつかの実施の形態では、回路１０４によって回路１０２から受信されたイメージは
、一度だけの静止画処理（例えば、１パス静止画処理）のために構成される回路１１１ａ
～１１１ｎを通じて通過するだろう。同様に、イメージは、一度だけのビデオ処理（例え
ば、１パスビデオ処理）のために構成される回路１１１ａ～１１１ｎを通じて通過するだ
ろう。一般に、リサンプラ回路は、静止画の処理中、及びビデオピクチャの処理中に別々
に割り当てられるだろう。他の実施の形態では、イメージは、回路１１１ａ～１１１ｎの
１つ以上を通じて複数回（例えば、マルチパス処理）通過するだろう。
【００２２】
　図２を参照すると、ビデオモード処理手法１２０の機能ブロック図の一例が示される。
方法（又は処理）１２０は、一般に装置１００によって、特に回路１０２と回路１０４に
よって、実現されるだろう。方法１２０は、装置１００のビデオモード中にアクティブで
あるだろう。方法１２０は、一般にステップ（又はブロック）１２２、ステップ（又はブ
ロック）１２４、ステップ（又はブロック）１２６、ステップ（又はブロック）１２８、
ステップ（又はブロック）１３０、及びステップ（又はブロック）１３２を含む。ステッ
プ１２４は、回路１１１ａ～１１１ｎの１つ以上を用いて実現されるだろう。ステップ１
２６～１３０のそれぞれは、リサンプラ回路として構成される回路１１１ａ～１１１ｎの
対応する１つを用いて実現されるだろう。
【００２３】
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　いくつかの実施の形態では、装置１００は、ビデオ処理のために構成される３つのリサ
ンプラ回路（例えば、回路１１１ｄ～１１１ｆ）を有するだろう。例えば、リサンプラ回
路は、信号ＬＣＤを生成するように構成されるだろう。別のリサンプラ回路は、信号ＶＩ
ＤＥＯを生成するように構成されるだろう。なお、別のリサンプラ回路は、ビデオの低減
された解像度のバージョンを生成するように構成されるだろう。別の実施の形態では、装
置１００は、いくつかのビデオタスク（例えば、プレビュー生成、外部モニタ信号生成、
ビデオ解像度の低減、及びノイズリダクション等）の２つのために用いられる、２つのリ
サンプラ回路を有するだろう。
【００２４】
　ステップ１２２では、回路１０２が信号ＬＩＧＨＴを信号Ｄに変換するだろう。回路１
０４内の１つ以上の回路（例えば、１１１ａ～１１１ｃ）が、ステップ１２４において信
号Ｄの入力イメージ（例えば、フィールド、フレーム、ピクチャ）を処理し始めるだろう
。処理は、限定されるものではないが、フィルタリング（例えば、ファイリングインパル
ス応答フィルタリング）、コアリング、デモザイキング、ノイズリダクション、カラー補
正、カラー変換等を含むだろう。処理されたイメージは、内部信号（例えば、ＩＮＴ）で
送信されるだろう。
【００２５】
　ステップ１２６では、回路（例えば、１１１ｄ）が、少なくとも信号ＩＮＴにおけるイ
メージを回路１０９の解像度と一般に一致するサイズにダウンコンバーティングすること
によって信号ＬＣＤを生成するだろう。別の回路（例えば、１１１ｅ）は、信号ＩＮＴか
ら信号ＶＩＤＥＯを生成するだろう。ステップ１２８における処理は、ステップ１２６の
処理と並列して（ほぼ同時に）実行されるだろう。ステップ１３０では、別の回路（例え
ば、１１１ｆ）が、信号ＩＮＴにおけるイメージのダウンサンプリングによって低減され
た解像度信号（例えば、ＲＲ）を生成するだろう。ステップ１３０における処理は、ステ
ップ１２６と１２８における処理と並列して（ほぼ同時に）実行されるだろう。
【００２６】
　ステップ１３２では、回路（例えば、１１１ｎ）が、信号ＩＮＴ及び／又は信号ＯＵＴ
を作成するための信号ＲＲで受信されたイメージを圧縮するだろう。信号ＯＵＴは、スト
レージのための回路１０８に圧縮イメージを伝達するだろう。いくつかの実施の形態では
、ステップ１３２は信号ＩＮＴと信号ＲＲとの間で時分割されるだろう。他の実施の形態
では、回路（例えば、１１１ｎ）が信号ＩＮＴを圧縮するように構成され、別の回路（例
えば、１１１ｍ）が信号ＲＲを圧縮するように構成されるだろう。
【００２７】
　図３を参照すると、スチルモード処理手法１４０の一例の機能ブロック図が示される。
方法（又は処理）１４０は、一般に装置１００によって、特に回路１０２と回路１０４に
よって実現されるだろう。方法１４０は、装置１００のスチルモード中にアクティブであ
るだろう。方法１４０は、一般にステップ１２２、ステップ（又はブロック）１４２、ス
テップ（又はブロック）１４４、ステップ（又はブロック）１４６、ステップ（又はブロ
ック）１４８、ステップ（又はブロック）１５０、及びステップ（又はブロック）１５２
を含む。ステップ１４２は、回路１１１ａ～１１１ｎの１つ以上を使用して実現されるだ
ろう。ステップ１４４～１５０のそれぞれは、リサンプラ回路として構成される回路１１
１ａ～１１１ｎの対応する１つを用いて実現されるだろう。
【００２８】
　スチルイメージを処理している間、装置１００は、いくつかの構成のうちの任意の３つ
のリサンプラ回路（例えば、回路１１１ｄ～１１１ｆ）を用いるだろう。構成の一例では
、１つのリサンプラ回路がプレビューピクチャを生成し、２つのリサンプラ回路がノイズ
リダクションのために構成されるだろう。構成の別の一例では、１つのリサンプラ回路が
プレビューピクチャを生成し、別のリサンプラ回路がサムネイルピクチャを生成し、なお
別のリサンプラ回路がノイズリダクションのために構成されるだろう。更に別の構成では
、１つのリサンプラ回路がノイズリダクションのために用いられ、他のリサンプラ回路が
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使用されないだろう。別の実施の形態では、２つのリサンプラ回路が静止画処理のために
用いられ、１つのリサンプラ回路がプレビューピクチャを生成するために、別のリサンプ
ラ回路がノイズリダクションのために用いられるだろう。他の数及びリサンプラ回路の構
成が、特定用途の基準を満たすために実現されるだろう。
【００２９】
　ステップ１２２では、回路１０２が信号ＬＩＧＨＴを信号Ｄに変換するだろう。回路１
０４内の１つ以上の回路（例えば、１１１ａ～１１１ｃ）が、ステップ１４２において信
号Ｄの入力イメージ（例えば、フィールド、フレーム、ピクチャ）を処理し始めるだろう
。処理は、限定されるものではないが、フィルタリング（例えば、ファイリングインパル
ス応答フィルタリング）、コアリング、デモザイキング、ノイズリダクション、カラー補
正、カラー変換等を含むだろう。処理されたイメージは、信号ＩＮＴで送信されるだろう
。
【００３０】
　ステップ１４４では、回路（例えば、１１１ｄ）は、信号ＩＮＴにおけるイメージのダ
ウンコンバーティングによってより低解像度の信号ＲＲを生成するだろう。信号ＲＲにお
けるイメージのノイズリダクションは、ステップ１４６で実行されるだろう。ステップ１
４６は、ファームウェアで又はファームウェアなしで、ソフトウェア及び／又はファーム
ウェアにより回路（例えば１１１ｅ）を構成すること、又は専用ハードウェア回路の設計
することによって実現されるだろう。ステップ１４６において生成されたノイズが低減さ
れたイメージは、信号（例えば、ＮＲ）で送信されるだろう。ステップ１４８では、回路
（例えば１１１ｆ）が、少なくとも信号ＮＲにおけるイメージを回路１０９の解像度と一
般に一致するサイズに変換することによって信号ＬＣＤを生成するだろう。
【００３１】
　回路（例えば１１１ｇ）は、信号ＮＲにおけるイメージのアップコンバージョンによっ
てステップ１５０においてイメージ解像度を増加するだろう。結果イメージは、信号（例
えば、ＦＵＬＬ）で送信されるだろう。いくつかの実施の形態では、信号ＦＵＬＬのイメ
ージは信号ＩＮＴのイメージと同一の解像度を有するだろう。他の実施の形態では、信号
ＦＵＬＬのイメージは信号ＩＮＴのイメージとは異なっている（例えば、より大規模かよ
り小規模な）解像度を有するだろう。ステップ１５２では、回路（例えば、１１１ｎ）が
、信号ＯＵＴを作成するために信号ＦＵＬＬで受信されたイメージを圧縮するだろう。
【００３２】
　いくつかの実施の形態では、リサンプリングとノイズリダクション（例えば、ステップ
１４４～１５０）は、輝度成分とイメージの色信号成分で実行されるだろう。他の実施の
形態では、リサンプリングとノイズリダクションは色信号成分でのみ実行されるだろう。
更に別の実施の形態では、リサンプリングとノイズリダクションは輝度成分でのみ実行さ
れるだろう。
【００３３】
　回路１１１ａ～１１１ｎは、ノイズリダクション目的のためのいくつかの異なるタイプ
の多相のリサンプラ回路として構成されるだろう。例えば、リサンプラ比が１：１（例え
ば、出力ピクチャは入力ピクチャと同一のサイズである）である場合、リサンプラ回路は
劣等化した方式で構成されるだろう。更に、リサンプラ回路の係数（タップ）は、ピクチ
ャを滑らかにするようにプログラムされるだろう。別の例では、規定のリサンプラ回路は
アップサンプリングのために構成され、別のリサンプラ回路はダウンサンプリングのため
に構成されるだろう。効果は、最終ピクチャは一般に入力ピクチャと同一のサイズである
が、アップサンプル及びダウンサンプルされて、最終ピクチャは滑らかにされるだろう（
例えば、図３、ステップ１４４と１５０を参照）。別の構成の一例は、ダウンサンプル及
び次のアップサンプリングのためのその間の付加的なノイズリダクションを有するリサン
プラ回路も用いられるだろう（例えば、図３、ステップ１４６）。ノイズリダクションス
テップは、一般に追加のノイズリダクションが各ノイズ低減出力ピクセルの計算のために
用いられる限定された数の入力ピクセルを有する状況において有用である。上記機構が用
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いられる場合、ノイズリダクションのための入力ピクセルは一般にピクチャの大面積をカ
バーする。上記機構が用いられる場合、ノイズリダクションのための入力ピクセルは一般
にピクチャの大面積をカバーする。
【００３４】
　図４を参照すると、シングルパス構成１６０の一例のブロック図が示される。構成１６
０では、回路１１１ａ～１１１ｎのいくつか又は全てがビデオ及び／又は静止画を処理す
るために用いられるだろう。処理に関連した回路１１１ａ～１１１ｎは、連続する方法に
おいて互いにリンクされるだろう。例えば、初期回路（例えば、１１１ａ）は、イニシャ
ル信号（例えば、ＩＮＩＴ）でイメージを受信するだろう。最終回路（例えば、１１１ｎ
）は、ファイナル信号（例えばＦＩＮＡＬ）で処理されたイメージを生成し送信するだろ
う。いくつかの実施の形態では、回路１１１ａ～１１１ｎは、共通セグメントを有し又は
共通セグメントを有さない多重構成１６０で分割されるだろう。例えば、少数の回路（例
えば１１１ａ～１１１ｃ）は、信号Ｄで回路１０２から受信されたイメージの初期処理を
実行するように構成されるだろう。初期処理は、ビデオ処理と静止画処理の両方に共通で
あるだろう。いくつかの回路（例えば、１１１ｄ～１１１ｆ）は、シングルパス静止画処
理のために構成されるだろう。他の回路（例えば１１１ｇ～１１１ｎ）は、ビデオ処理の
ために構成されるだろう。信号ＩＮＩＴは、信号Ｄ、信号ＩＮＴ、又は他のいくつかの受
信信号であるだろう。信号ＦＩＮＡＬは、信号ＬＣＤ、信号ＶＩＤＥＯ、信号ＯＵＴ、又
は他のいくつかの発生信号であるだろう。
【００３５】
　図５を参照すると、マルチパス構成１８０の一例のブロック図が示される。構成１８０
では、回路１１１ａ～１１１ｎのいくつか又は全てはビデオ及び／又は静止画を処理する
ために用いられるだろう。処理に関連した回路１１１ａ～１１１ｎは、パス単位で実質的
に連続する方法で互いにリンクされ、少なくとも１つの回路１１１ａ～１１１ｎがシング
ルパス以上で用いられるようにループバックされるだろう。例えば、回路１１１ａ～１１
１ｎは、初期のパスＡのために連続して配列されるだろう。信号ＩＮＩＴは、パスＡで初
期回路（例えば、１１１ａ）によって受信されるだろう。最終回路（例えば、１１１ｎ）
によって生成されたイメージは、次のパスＢを始めるために初期回路に戻されるだろう。
パスＢは、パスＡと同一の回路１１１ａ～１１１ｎを利用するだろう。パスＢの終わりで
、イメージは、パスＣのために初期回路に再び戻されるだろう。初期回路へのイメージの
ループバックは、イメージが最終形態に変化されるまで、１回以上繰り返されるだろう。
最終パス（例えば、パスＣ）における最終回路（例えば、１１１ａ）は、信号ＦＩＮＡＬ
で処理されたイメージ（例えば、ビデオ又は静止画）を送信するだろう。いくつかのパス
（例えばパスＣ）は、他のパス（例えば、パスＡ）より少数の回路１１１ａ～１１１ｎが
用いられるだろう。
【００３６】
　パスＣにパスＡのそれぞれが実質的に連続するので、マルチパス処理１８０は一般に別
々のパスのために用いられる時間をほぼ合算した時間を必要とする。従って、シングルパ
ス処理はマルチパス処理よりも速いだろう。マルチパス処理は、以下の１つ以上を行うこ
とによって高品質最終ピクチャを与えるだろう。
【００３７】
　１．実質的に同様の方式で二度以上同一のノイズ低減回路を用いること。ノイズ低減回
路がノイズリダクションの強度の最高値を有する場合、二度以上回路を用いることは有効
最大値の強度を高めるだろう。
【００３８】
　２．輝度のためのシングルパスとクロミナンスのための別のパスで同一のノイズ低減回
路を用いること。そのため、輝度データ又はクロミナンスデータを処理することができる
ノイズ低減回路を有するカメラは、輝度チャンネルとクロミナンスチャネルの両方でノイ
ズリダクションを実行するために用いられるだろう。
【００３９】
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　３．ノイズリダクション又はシャープニングのいずれかために構成される単一の回路を
用いることは、一般に別々のノイズリダクションとシャープニング回路を有する回路素子
の面積と比較して回路素子の面積を低減するだろう。マルチパス回路は、規定のパスでノ
イズリダクションを、別のパスでシャープニングを実行するだろう。このような回路は有
限インパルス応答（ＦＩＲ）回路を含み、ＦＩＲ回路がシャープニングとノイズリダクシ
ョンの両方のために用いられるだろう。
【００４０】
　４．同一の回路は、ほとんどないノイズリダクションを備えた規定のパス、及びより多
くのノイズリダクションを備えた次のパスでピクチャを処理するために用いられるだろう
。その後、ピクチャは、現在のパス又は次のパスの終わりで、組み合わせられるだろう。
一例として、パスＡは信号ＩＮＩＴで受信されたイメージで強いノイズリダクションを実
行するために用いられるだろう。パスＢは、同一のイメージで弱い又はないノイズリダク
ションを実行するために用いられるだろう。パスＣは、最終イメージを作成するために弱
いノイズに低減されたイメージと強いノイズに低減されたイメージの結果を組み合わせる
だろう。強弱ノイズリダクションに関する追加情報は、２０１０年３月２５日に出願され
た米国仮特許出願第１２／７３１，３７２号に見つけられ、これら全体が引用によって援
用されるだろう。
【００４１】
　シングルパス又は複数のパスで処理するために設定可能なことに加えて、装置１００は
マルチパスのための異なる数のパスで処理するためにプログラム可能であるだろう。いく
つかの実施の形態では、回路１１１ａ～１１１ｎは、回路１０２又は回路１０６からピク
チャデータを直接受信することによって動作するために設定可能であるだろう。
【００４２】
　図６を参照すると、センサからのイメージデータで始まるシングルパス処理１９０の一
例のブロック図が示される。処理１９０では、イメージデータは、一般に信号Ｄを介して
回路１０２から直接到来する。処理されたイメージは、信号ＦＩＮＡＬで送信されるだろ
う。装置１００の構成によって、信号ＦＩＮＡＬは、信号ＬＣＤ、信号ＶＩＤＥＯ、及び
／又は信号ＯＵＴを含むだろう。
【００４３】
　図７を参照すると、センサからのイメージデータで始まるマルチパス処理２００の一例
のブロック図が示される。処理２００では、イメージデータが、回路１０４（例えば回路
１１１ａ）によって信号Ｄで回路１０２から最初に受信されるだろう。パスの間に、イメ
ージは回路１０６でバッファされるだろう。処理されたイメージは、信号ＦＩＮＡＬで送
信されるだろう。装置１００の構成によって、信号ＦＩＮＡＬは、信号ＬＣＤ、信号ＶＩ
ＤＥＯ、及び／又は信号ＯＵＴを含むだろう。
【００４４】
　図８を参照すると、全てのパスがＤＲＡＭから始まるマルチパス処理２１０の一例のブ
ロック図が示される。処理２１０では、イメージデータが、信号Ｄで回路１０２から回路
１０４を介して処理することなしに回路１０６に送信されるだろう（パス２１２を参照）
。その後、パスＡは回路１０６から読み取られるイメージデータを用い始めるだろう。パ
スＡは、回路１０６に部分的に処理されたイメージを書き戻すことによって終わるだろう
。パスＢは、回路１０６から部分的に処理された読取イメージを用い始めるだろう。パス
のそれぞれは、回路１０６からイメージを読み取ることにより始まり、回路１０６に結果
イメージを格納することにより終わるだろう。最終パス（例えば、パスＣ）は、信号ＦＩ
ＮＡＬで最終イメージを送信するだろう。装置１００の構成によって、信号ＦＩＮＡＬは
、信号ＬＣＤ、信号ＶＩＤＥＯ、及び／又は信号ＯＵＴを含むだろう。
【００４５】
　以下の基準は、装置１００が、いつシングルパス処理を用いるべきなのか、及び／又は
いつマルチパス処理が用いられるべきなのか、同様に、どのくらいのパスを用いるかを判
断するために考慮されるだろう。
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【００４６】
　１．イメージ（例えば、フィールド又はフレーム）のそれぞれが限定された時間で処理
される場合、シングルパス処理がビデオのために用いられるだろう。マルチパス処理はス
チル画像（例えば、ピクチャ）のために用いられるだろう。
【００４７】
　２．シングルパス処理は、一般に低ＩＳＯ（より少ないノイズ）スチル画像のために用
いられる。マルチパス処理は、高ＩＳＯ（よりノイジー）スチル画像のために用いられる
だろう。
【００４８】
　３．マルチパス処理は、一般にスチル画像のために用いられ、パス数はＩＳＯレベルに
依存する。
【００４９】
　４．シングルパス処理は、バーストモード（迅速なシーケンスで少数の別々のイメージ
が得られる）静止画処理又は連続モード静止画処理のために用いられるだろう。マルチパ
ス処理は、一般に単一イメージモード処理のために用いられる。
【００５０】
　５．パスの特定数は、バーストモード静止画処理又は連続モード静止画処理でマルチパ
ス処理のために用いられるだろう。特定数よりも多数のパスは、一般に単一イメージモー
ドでマルチパス処理のために用いられる。
【００５１】
　図１～８の図によって実行された機能は、従来のメインプロセッサ、デジタルコンピュ
ータ、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、ＲＩＳＣ（縮小命令型コンピュータ
）プロセッサ、ＣＩＳＣ（複雑命令セットコンピュータ）プロセッサ、ＳＩＭＤ（単一命
令多重データ）プロセッサ、プロセッサ信号、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、算術論理演
算ユニット（ＡＬＵ）、ビデオデジタル信号プロセッサ（ＶＤＳＰ）、及び／又は関連す
る技術分野の熟練した人々に明らかであろうように、本明細書の教示に従ってプログラム
された同様の計算機上のマシンの１つ以上を用いて実現されるだろう。適切なソフトウェ
ア、ファームウェア、コード、ルーチン、指示、オペコード、マイクロコード、及び／又
はプログラムモジュールは、同様に関連する技術分野の熟練した人々に明らかであろうよ
うに、本明細書の情報の教示に基づいて熟練したプログラマによって容易に用意されるだ
ろう。ソフトウェアは、一般にマシンシステムのプロセッサの１つ以上によってメディア
又はいくつかのメディアから実行される。
【００５２】
　本発明は、ＡＳＩＣ（特定用途向けＩＣ）、プラットホームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ（フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ）、ＰＬＤ（プログラマブルロジックデバイス）、Ｃ
ＰＬＤ（結合プログラム可能論理回路）、シーオブゲート、ＲＦＩＣ（高周波集積回路）
、ＡＳＳＰ（特定用途専用標準品）の用意によって、又は従来の構成回路の適切なネット
ワークを相互に連結させることによっても実現され、ここに説明されるように、これらの
変更は当業者に容易に明らかとなろう。
【００５３】
　本発明は、１つ以上の処理又は方法を本発明に従って実行するようにマシンをプログラ
ムするために用いられる指示を含むコンピュータ製品である記憶メディア又はメディア及
び／又は送信メディア又はメディアを含むだろう。マシンによるコンピュータ製品に含ま
れる指示の実行は、回路素子を取り巻くオペレーションに加えて、入力データを記憶メデ
ィアで１つ以上のファイル、及び／又はオーディオ及び／又は視覚的な描写などの物理オ
ブジェクト又は実体の典型である１つ以上の出力信号に変形するだろう。記憶メディアは
、限定されるものではないが、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードドライブ、磁気
ディスク、光ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、光磁気ディスクを含む任意のタイプのデ
ィスク、ＲＯＭ（リードオンリメモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、ＥＰＲＯ
Ｍ（電子的プログラマブルＲＯＭ）、ＥＥＰＲＯＭ（電子的消去可能ＲＯＭ）、ＵＶＰＲ
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、及び／又は電子命令を格納するのに適している任意のタイプのメディアを含むだろう。
【００５４】
　本発明のエレメントは、１つ以上のデバイス、ユニット、コンポーネント、システム、
マシン、及び／又は装置の一部又は全部を形成するだろう。デバイスは、限定されるもの
ではないが、サーバ、ワークステーション、記憶アレイコントローラ、ストレージシステ
ム、パーソナルコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ノート型コンピュータ、パー
ムコンピュータ、携帯情報端末、携帯用電子デバイス、バッテリ駆動デバイス、セットト
ップボックス、エンコーダ、デコーダ、トランスコーダ、コンプレッサ、デコンプ、プリ
プロセッサ、ポストプロセッサ、トランスミッタ、レシーバ、トランシーバ、暗号回路、
携帯電話、デジタルカメラ、ポジショニング及び／又はナビゲーションシステム、医療機
器、ヘッドアップ表示装置、無線デバイス、オーディオ録音、ストレージ及び／又はプレ
イバック装置、ビデオ録画、ストレージ及び／又はプレイバック装置、ゲームプラットホ
ーム、周辺装置及び／又はマルチチップモジュールを含むだろう。関連する技術分野の熟
練した人々は、本発明のエレメントが、特定用途の基準を満たすために他のタイプのデバ
イスで実現されるだろうことを理解するだろう。ここに用いられるように、用語「同時に
」は、ある程度の共通の時間帯を共有する現象を説明することを目的とするが、本用語は
、同じ時点で始まり、同じ時点で終わり、又は同じ存続時間を有する現象に限定されるこ
とを目的としない。
【００５５】
　本発明は、特にその好ましい実施の形態に関して示され説明されたが、本発明の精神と
範囲から逸脱することなく、形式と細部の様々な変更がなされるだろうことが当業者によ
って理解されるであろう。
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